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巻頭言 
AI（人工知能）時代の働き方改革 

～能率より創り出す力重視へ～ 

三重県支部 副支部長・幹事  

 理科支援委員会委員長  

 谷口芳和 技術士（電気電子） 

日本技術士会中部本

部三重県支部で理科

支援委員長をさせて

頂いています谷口で

す。最近、話題になっ

ている AI（人工知能）

について、気になって

いることがあり、一言

述べさせて頂きます。 

2013 年にオックスフォード大学のマイケ

ル・オズボーン博士が「雇用の未来」と題す

る論文を発表しました。この論文の中で博士

は、コンピュータの発達による自動化（AI

ロボット化）が急激に進み、労働に人間が必

要なくなってしまう。そんな未来になること

を予測したのです。論文は、アメリカ労働省

のデータでしたが、後に野村総研が 601 種の

職業に関する日本のデータセットを用いて

同じ推計を行った結果、日本に現存する仕事

の 49％は、今後数十年のうちにコンピュー

タ化される可能性が高いと結論付けました。 

この話題は、マスコミでも衝撃的に取り上げ

られました。数十年後、今ある職種の半分が

消えてなくなるというのですから、びっくり

された方も多いと思います。しかし、マスコ

ミでは、あまり伝えられませんでしたが、コ

ンピュータ化される可能性が低い職種も

40％存在すると言っています。すなわち、職

種がコンピュータ化されるかされないかで

仕事の２極分化が進み中間層がいなくなる

ということです。そうすると今は労働と所得

が結びついていますから、AI 技術を持った

一部の裕福な人は所得を増やし、そうでない

中間層以下の人は所得を減らし、貧富の差が

ますます広がり、ほとんどの人は、労働では

お金を得られないことになります。そのよう

な社会になったら経済がまわらなくなって

しまいます。私は、このことの方が、大きな

社会問題になると危惧しています。 

オズボーン博士は、これからはクリエイテ

ィブ・エコノミー（革新的なアイデアによっ

て、新しいサービスや産業を創出することで、

成長をめざす社会や経済）がやってくるとい

っています。 

先にコンピュータ化される可能性が低い

職種が日本では 40％存在するといいました

が、３つの特徴があります。１つ目は、創造

的な仕事（小説家、映画監督、発明家、企画

開発、芸術家、研究者など）。2 つ目は、人

を管理マネジメントする仕事（経営者、管理

mailto:nobuyuki-takei@chisui.co.jp
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職など）。3 つ目は人の感性や感覚の共有が

必要な仕事（介護士、看護師、保育士、教師、

インストラクターなど）です。 

いずれも AI が苦手とする分野です。 

AI は、膨大な過去のデータを学習してその

中から最適解を見つけることは得意ですが、

過去にないものを新たに生み出すことは苦

手です。また AI は、人が喜ぶこと、社会に

役立つこととはどうすることか分かりませ

ん。他人の苦しみに寄り添うことはできない

のです。 

幸いに日本では、コンピュータ化され難い

職種は 40％でしたが、アメリカは 33％と低

く日本以上に貧富の差が拡大します。 

“働く”という言葉は、国字（日本でつく

った漢字）だそうです。「人」べんに「動」

と書いて、「人のために動く」と解せば、日

本人の労働観は、人を喜ばせることに生きが

いを感じている人が多いのだと思います。 

「モノづくり」という言葉の中に、物作り

を通して作り手が使い手に技の感動を伝え

たいと思いを込める文化は日本独特だと思

います。何の変哲もない安価な素材を技によ

って高価な商品に変身させるのが得意なの

が日本の職人・技術者だと思います。 

人が働かなくてもやっていける時代が、や

がて来ます。そのとき人は何をするのか？ 

何を生きがいにするのか？ 生き方・働き方

の変更を迫られているように思います。 

そのとき、例えばベイシックインカム（国

民1人1人に最低限度の生活保障金額を国が

一律支給）も政策検討しなければいけない時

代に突入しているのかもしれません。 

技術士は、その時代活躍しているでしょう

か。否、活躍できるような意識改革が求めら

れているのではないでしょうか。 

 

 

 

★トピック事項 

１．技術士会の動き 

①長期在会者の会費免除制度（統括本部企画

委員会で検討中） 

・在会 35 年以上 45 年未満 年会費 半額 

・在会 45 年以上      年会費 免除 

②特別表彰制度（外部への貢献に対して） 

（地域組織関連検討委員会で検討中） 

 技術士が行う社会的活動の成果に対する

表彰。 

 

２．技術士制度改革について（提言）（中間

報告その２） 

検討項目 

① 更新制度の導入 

② 技術士補制度の在り方 

③ 国際通用性の確保 

④ 資格の活用 

平成 30 年 7 月 11 日に HPに掲載され、9

月 14 日まで、HP上で意見募集がおこなわれ

ました。 

後日、結果がアップされると思われます。 
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平成 30 年度第１回 

見学会結果 
奥野 徹 技術士（上下水道、総合技術監理） 

 

場所：三重県中勢沿岸流域下水道  

 志登茂川（しともがわ）浄化センター 

日時：平成 30年 9月 11 日（火） 

13 時 30 分～15時 30 分 

参加人数：12名＋2名（一般技術者） 

＜机上説明＞ 

①下水道普及率について 

②中勢沿岸流域下水道志登茂川処理区に

ついて 

③志登茂川浄化センターの仕組み 

＜施設見学＞ 

①志登茂川浄化センター中央監視室、水処

理施設 

※説明・案内 

志登茂川浄化センター 長谷川 淳 場長 

 髙岡和央 技師 

 

１．中勢沿岸流域下水道の概要 

中勢沿岸流域下水道志登茂川処理区は、中

心市街地を含む津市北部地域を計画対象と

している。この地域では、県中央に位置する

利便性から、市街地の開発や商工業の発展が

進んできたが、一方では、河川や伊勢湾に流

れ込む生活排水や事業排水による悪臭の発

生、水質の汚濁などが深刻になってきた。そ

こで、伊勢湾をはじめとする公共水域の水質

保全と汚水排除による生活環境改善のため、

三重県は流域下水道事業を、津市は関連公共

下水道事業をおこない、県市一体となって、

取り組んでいる。県内の流域下水道の処理場

としては、６番目で最後となる。 

 

２．計画の概要 

１）全体計画 

①処理区域 津市の一部（旧河芸町、安濃

町の一部を含む） 

②計画処理面積 2626.1ha 

③計画処理人口 78,380 人 

④日最大汚水量 46,700m3/日 

２）処理施設（浄化センター） 

①名称 志登茂川浄化センター 

②位置 津市 

③敷地面積 6.2ha 

④処理能力 46,700ｍ3/日 

⑤水処理方式 凝集剤添加型硝化脱窒法

＋急速ろ過法 

⑤汚泥処理 濃縮＋スクリュウプレス 

＋焼却（将来計画） 

⑥放流先水域 伊勢湾 

３）幹線管渠（管径と延長） 

 ①志登茂川幹線 φ800～1350mm、8070m 

 ②河芸幹線   φ800mm、   4600m 

 ③安濃幹線   φ250～1000mm、11660m 

 ④安濃北幹線  φ200～350mm、 3560m 

 

３．水処理施設の特徴  

①施設が海岸に近いことから、大地震によ

る津波対策として、施設ごと防水扉によ

る区分がされており、また施設の接続も

想定浸水高さ以上の通路となっていた。 

②周辺の民家が近接しているので、施設の

ほとんどが建物の中にあり、最初沈殿池、

生物反応槽などは覆蓋され、臭気に対す

る配慮が十分なされていた。（汚水ポン

プ施設を含め、ほとんど臭気を感じなか

った。） 
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  生物反応槽から最終沈殿池（右奧） 

 

③計画処理水量に対し敷地面積が狭いの

で、生物反応槽の水深を大きくとり、ま

たＭＬＳＳ（生物反応槽の微生物濃度）

を高くできるステップ流入式を採用し

ていた。このことにより、所定の汚水処

理能力を確保していた。 

④ポリエステル繊維を円柱状に加工した

ろ材を充填したろ過装置が設けられて

いた。このろ材を用いることにより、ろ

材層の空隙率が大きくできるので、ろ過

速度が大きく取れ、その結果、設備をコ

ンパクトにすることができた。また、ろ

材の入れ替えも必要なく、摩耗や逆洗に

よる減少分を追加するのみで、対応でき

るとのことであった。 

 

ポリエステル繊維ろ材【日立造船ＨＰより）】 

 

⑤供用開始間もないので、流入汚水量は少

なく、最初沈殿池を越流させずに貯留池

として使用し、その全量を生物反応槽に

流入させ、生物反応槽も６池中２池のみ

を使用するような初期対応がなされて

いた。 

⑥今回見学はできなかったが、汚泥脱水機

には、スクリュウプレス型が用いられて

いた。供用開始初期やＳＲＴ（生物反応

槽の汚泥滞留時間）が長い処理場では、

本機の運転管理は相当難しいが、薬品添

加率を高く（1.8％※）して運転してい

るとのことであった。 

 ※脱水機の種類は異なるが、県内の他の

流域処理場では、0.5～1.0％程度の薬

品添加率である。 

 ※薬品添加率＝乾物添加薬品重量(kg)

／乾物汚泥重量(kg)×100 

      

 

管理棟前にて 
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第３３回 

みえテクノロジーカフェ 

全固体電池は電気自動車の 

 救世主になり得るか？ 

日 時 2018 年 6 月 24 日 

場 所 ＭＧ ＹＯＫＫＡＩＣＨＩ  

ゲスト  

 春田要一 技術士（金属、総合技術監理） 

 

日経エレクトロニクス 2018 年１月号に掲

載された全固体電池の記事を参考にみえテ

クノロジーカフェで講演した。 

１． 全固体電池の実用化 

 電解液を固体化したLiイオン2次電池「全

固体電池」で EV 向けに実用化が見込まれる

時期が「2022 年ごろ」と急速に具体化して

きた。スマートフォンや IoT 端末向けはさら

に早く 1～3年内に量産される。 

 

当初のメリットは充電の速さや安全性の

高さで、普及すれば電池や EV市場の勢力図

を塗り替えそうである。エネルギー密度を大

幅に高める道筋も見えている。 

2017 年 7 月には国内で「トヨタが全固体

電池を 22 年国内で実用化」という報道があ

った。11 月には同社代表取締役会長の内山

田竹志氏が、海外の大手メディアで「全固体

電池の実用化にはあと 4～5 年」と語ったと

いう報道もある。 

同社では開発を加速しており、開発チーム

は 200 人超で、特許出願も世界一と発表して

いる。 

スポーツカータイプの EV を開発する米

Fisker社の CEOであるHenrik Fisker氏は

2017年 11月に米国のテレビ番組に生出演し、

「あと4～5年で独自開発の全固体電池をEV

に搭載する」という計画を発表した。 

TDKは 2017年 12月にプリント配線板に表

面実装できる超小型の全固体電池をサンプ

ル出荷、2018 年 4 月には量産出荷する計画

である。 

ソニーの電池事業を買収した村田製作所

は 2019 年をめどに全固体電池を実用化する。  

超高速充電は、現行 EV メーカーが切に求
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めている技術である。現存の EV での「急速

充電」は 80％の充電に約 30 分かかる。 

この充電時間が EV の普及に大きな障害に

なるという見方は、トヨタをはじめとする自

動車業界、そして車載部品メーカーの間で広

く共有されている。 

現行技術のまま、高速道路などで長時間の

充電待ちを避けるためには、長距離旅行をあ

きらめて「町乗り限定」の車とするか、逆に

電池を大量に搭載して航続距離を伸ばすし

かない。 

これらはいずれも苦しい選択で、前者は

「どこでも自由に行ける」という車本来の魅

力を自ら否定してしまう。後者の場合、車両

は非常に重くなり、価格も高くなる。 

充電の際の電流と電圧を大幅に高めて

150kwもしくは350kwにすることで充電時間

を 10～15 分に縮める動きもでてきているが、

充電ケーブルや電池からの発熱による電力

損失が無視できないほどに大きくなる。 

全固体電池を用いた超高速充電は EV だけ

でなく、スマートフォンや IoT 端末にも大き

なメリットがある。 

現在のスマートフォンやタッチパネル端

末、ワイヤレスフォンでは筐体内部の相当部

分を電池が占める。 

これをフル充電するには、急速充電器でも

満充電までに１～２時間かかるのが一般的

である。 

これが 5～6 分に縮まれば、むしろ搭載す

る電池を大幅に減らし、こまめに充電して使

う、といった新しい製品設計と使い方が広ま

る可能性がある。 

全固体電池は、正極、電解質、負極の各材

料の変更が既存の液系 Li イオン 2 次電池に

比べて比較的容易である。 

より高電位、またはより高容量密度の電極

材料、そして Li イオンの通りやすさを示す

イオン伝導度がより高く安全な電解質材料、

と順次変更していくことで、入出力密度とエ

ネルギー密度、安全性を段階的に高めていけ

る。 

究極のゴールは、正極が「空気極」、負極

が金属Liとなる全固体のLi空気電池である。

安全でしかも、理論上は既存の Li イオン 2

次電池の 10 倍以上のエネルギー密度も見込

める。 

実現すれば、EV、スマートフォン、ドロー

ンなど電池で動作する総ての機器のあり方

を大きく変えていくことになる。 

そのポテンシャルの高さが評価され 30 年

以上前から国内外で開発は進められてきた

が、技術的な課題をクリアできなかった。 

例えば、電池の基本的な性能であるエネル

ギー密度や出力密度が既存のリチウムイオ

ン電池よりも全固体電池の方が低かった。 

他にも、製造時に加圧が必要になるなど量

産が難しく、半導体プロセスを用いる例では

小容量のセルでも、製造に長い時間を要して

いた。 

最近になって弱点の解消を図り、基本性能

が既存のリチウムイオン電池を大きく超え

る開発例が相次いでいる。 

２． 全固体電池の優位点  

 スマートフォンや EV などの蓄電池として、

需要が急拡大しているのがリチウムイオン

電池であり、その巨大な市場の代替を狙って、

急ピッチで開発が進められているのが全固

体電池である。 

電池の基本構造は正極と負極があり、その

間にイオンの通り道となる電解質が満たさ

れている。電解質として従来の液体の代わり
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に固体材料を用いているため、全固体電池と

呼ばれる。 

全固体電池には、リチウムイオン電池に比

べて技術的な優位点が幾つもある。 

① 安全性が高いこと。 

 ② 電解質が固体であることで液漏れが

起こらない。 

③ 揮発成分がないか、あってもわずか 

なため発火しにくい。 

④ 固体電解質は硬いので、電極に析出す

る樹枝状結晶（デンドライト）が正極

と負極を短絡（ショート）する可能性

も低い。 

⑤ 電解質が固体であるためセルの設計 

自由度が大きく増すことも優位点の

一つ。 

⑥液体電解質と異なりリチウムイオンが

意図しない電極に流れないため、1セ

ル内での多層化や直並列の設計が容

易となる。 

⑦多数のセルを直並列に接続した従来の

モジュールに比べて、個々のセルのパ

ッケージを減らせる分、モジュールの

体積も減らせる。 

高温や低温での特性が高いのも大きな長

所である。液体電解質を用いる多くのリチウ

ムイオン電池は 70度が事実上の上限温度で

あり、それ以上では出力電圧が低下する。低

温にも弱く、マイナス 30度では内部抵抗が

増して十分な出力密度が確保できなくなる。 

全固体電池なら 100 度の高温でも問題な

く動作し、マイナス 30度の低温でも既存の

リチウムイオン電池ほど性能が低下しない

ものが多い。 

３． 全個体電池関連企業の動向 

 新しいテクノロジーはリチウム・イオン電

池を小型化、軽量化するだけでなく、充電容

量、充電時間も大幅に改良し、電気自動車の

航続距離を伸ばし、普及に弾みをつけるもの

とみられる。 

このタイプのバッテリーのもう一つの利

点は電池寿命の延長である。これによってリ

サイクルのコストも低くなり、また電気自動

車以外の用途への応用も促進される（現在で

も一部のメーカーは EVバッテリーを一般的

な用途のエネルギー源として利用するプロ

ダクトの開発を行っている） 

バッテリーはエンジニアリングの最先端テ

クノロジーであり、電気自動車の開発で大き

なハードルとなっている。 

狭いスペースを前提とする EV用バッテ               

リーの場合、全固体化はサイズ、容量              

の面で有利となる。 

強度部材やインテリア用に開発中の超               

軽量素材と組み合わせることで EVはい              

っそう魅力的になると思われる。 

 日立造船は全固体電池を低コストに製造

する技術を開発した。「バルク型」と呼ばれ

る大容量の全固体電池では、電極と電解質を

溶液にしてから塗布して乾燥する工程を繰

り返す。材料に高圧をかけて電解質を両電極

に密着させる必要もあった。 

同社は粉体の成型などに強みのあるグル

ープ会社の技術を生かして、電解質と電極を

粉体の原料のまま成型する技術を確立した。

製造工程を簡素にできる分、信頼性を維持し

つつ、製造コストを抑えやすい。 

日立造船は、コストと信頼性を競合品に対

する強みとして、早期の実用化を目指す。 

2018 年にも電池メーカー向けに製造を始

める計画である。 

このほかにも旭化成、日立製作所、出光興

産、村田製作所、太陽誘電など多数の日本企
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業が全固体電池の開発にしのぎを削ってい

る。 

 

 

４．開発の焦点はセル制作へ 

全固体電池の研究開発の主軸は、それまで

の高い性能の電解質材料の探索から、セルの

試作や製造プロセスの開発、あるいは充放電

サイクル寿命の短さなどの課題の解決へと

移り始めた。 

30 年以上、電池系の材料を研究してきた

東工大教授の菅野了次氏は「全固体電池の開

発の焦点は材料から、どんなセルをどのよう

に作るかに移った」と語る。 

固体電解質材料自体の研究は続けながら、

用途に応じて、正極材料や負極材料との適切

な組み合わせを試す段階、しかも量産をにら

んだ製造プロセスも開発する段階に入った。 

単純に、イオン伝導率だけで競争する段階

は終わり、「用途に応じた適材適所の選択を

進めていく段階になった」と大阪府立大学教

授の辰巳昌弘氏はいう。 

５．特許出願動向 

1997～2017 年に公開された「エコカー電

池」関連特許の国内出願状況の調査結果、ト

ヨタ自動車が 2434 件（豊田中央研究所と豊

田自動織機を含む、単独で 2094 件）と圧倒

的に多い。 

トヨタの出願状況を詳細に見ると、2006

年からエコカー向け電池に占める全固体電

池の比率が徐々に高まり、特に 2010 年以降

では大半あるいは半数近くに達している。 

同社はエコカー電池の出願を 2012 年から

行なっており、開発リソースを全固体電池に

集中させたとも考えられる。 

さらに 2015 年の出願分で確認された同社

の発明者数は、エコカー向けで 115 人、全固

体電池向けで 111 人。両テーマで重複した発

明者は 1人のみだった。 

こうした発明者数から、全固体電池に 100

人を超える開発人員が投入されており、開発

組織や開発テーマを明確に区分しているこ

とが推察できる。 

全固体電池に注力する同社の開発姿勢は、

国内の出願に限らない。欧米・アジアの出願

動向においても出願数でトップだ。 

同社が、全世界における特許の権利形成を

目指していると推測できる。 

６．電力供給状況 

5～6分で 80％充電できる超急速充電に向

けた出力約 350kW の充電スタンドは既に規

格があり、ドイツなどで高速道路などへの展

開が始まりつつある。 

充電ケーブルなどの発熱を抑えるため、ケ

ーブルに水冷用の管も必要になるので、家庭

への設置は難しくなる。日本では新たに超急

速充電器が必要になる。 

日本の自動車は現在約 8,000 万台。これが

総て EV になったら、電力インフラが持つの

かといった懐疑論がある。 

日本における既存の自動車の年間走行距

離の平均は約 1万 km。EV の電費は比較的良

い車で約 100W/km である。 

年間の電力需要量は 8,000 万台×1万 km
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×100W/km＝800 億 kWh となる。これは、原

子力発電所約 15 基の年間発電量に相当する。

原発の多くがいまだ停止状態にある日本で、

現実的でないという懐疑論である。 

ただ、太陽光発電や風力発電、バイオマス

発電など再生可能エネルギーがこの 5年ほ

どで、設備容量では約 50GW 増加した。これ

らは稼働率が低いが、年間発電量にすると約

800 億 kWh で、原発約 15基分の年間発電量

に相当する。 

しかしながら、8,000 万台の車が一斉に充

電を始めたら、電力インフラは、確実に破綻

する。充電インフラには、負荷を平準化する

システムが必要となる。 

回避策としては、大容量の定置型蓄電池を

用意して、そこから充電すれば良い。EV を

本格普及させるには、車両搭載電池に加え、

電力需要平準化の電池も必要となる。 

 
                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３４回 

みえテクノロジーカフェ 

ＩｏＴ？ＡＩスピーカー？ 

使ってみよう 

日 時 2018 年 7 月 29 日 

場 所 ＭＧ ＹＯＫＫＡＩＣＨＩ  

ゲスト 橋川勝規 技術士（情報工学） 

 

夏休み企画として、親子で多数参加いただい

た。（大人 16 名、子供 12名） 

今話題のＡＩスピーカー（スマートスピー

カー）の紹介。いくつかのＡＩスピーカーと

話をしてみて、体感しながらＡＩスピーカー

の仕組みを学んだ。さまざまなモノがインタ

ーネットで繋がるＩｏＴの時代に突入。「Ｉ

ｏＴ」とはどんなものか、簡単なキットを使

って、いろいろな情報がインターネットで繋

がることを実験した。実際の「モノ」を使っ

て体感しながら、ＩｏＴ、ＡＩの仕組みが紹

介された。 
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平成 30 年度第２回セミナー 

会員講演レジュメ 

日 時 6月 23 日(土) 

場 所 じばさん三重（四日市市） 

［講演題目］ 

電気伝導度を利用した地下空洞、空間等の充

填確認技術について 

［講師］ 

東邦地水株式会社名古屋支社 

中迎 誠 技術士（応用理学） 

 

 国土交通省の新技術情報提供システム

（NETIS、ネティス）に連名※にて登録され

た「充填状況をくし形センサーによりリアル

タイムに識別でき、遠隔監視できるシステム」

について説明する。 

 ※徳倉建設株式会社 

  中日本建設コンサルタント株式会社 

 

１．地下空洞、空間と充填工事 

鉱山跡や特殊地下壕（防空壕等）を形成す

る地盤が風化などにより劣化した場合、陥没

や沈下現象を引き起こす可能性がある。それ

らの事前対策として空洞充填工事が行われ

ている。 

 

２．充填計測 

空洞を充填材で満たすことで工事は完了

となる。一般に、目視による充填状況の確認

は難しいため、間接的な確認方法を採用する

こととなる。 

間接的な確認方法として、従来は棒やおも

りをつけたロープ等を用い、充填材表面の深

度を確認していたが、即時性に欠けること、

多点を同時に測定するには人工がかかるこ

とが課題であった。本技術・システムは、多

点を同時に計測し、かつ即時に充填材の到達

状況を把握することができるものである。 

 

３．開発した技術や工夫点 

（１）くし形の電気伝導度センサー 

空気や地下水と、充填材の電気の流れやす

さ（電気伝導度）が異なることに着目し、電

気伝導度を測定できる小型（１．５ｃｍ角）

の「くし形センサー」を開発した（図-１参

照）。 

 

図-１くし形センサー 

 

このくし形センサーを鉛直方向２５ｃｍ

ごとに計１２個設置したセンサーロープを、

充填確認孔から挿入することで、充填材の到

達や高さを知ることができる（図-２参照）。 

図-２空洞内の模式図 
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（２）現場での工夫 

しかしながら、空洞内では、比重１．５（t/m3）

程度の充填材が流動するため、センサーロー

プを垂らしただけでは所定の位置にとどま

ることができない。そのため、現場では塩ビ

管にセンサーロープを固定し、充填確認孔に

挿入して対応した。 

また、工事の進捗に合わせて充填確認対象

地点を平面的に増やし、多点で観測すること

とした（図-３において赤色の三角が充填孔、

緑色が充填確認対象地点を示す）。 

 

図-３充填観測地点の模式図 

４．計測および遠隔監視システム 

計測値（電気伝導度に関連した電圧値）が

基準を超過したときに充填材の到達を判断

する。システムでは棒グラフとして表し、充

填材の高さの推定を行う（図-４の場合、２

５ｃｍ×４センサーであるため、充填材の当

該位置での高さは１ｍ程度となる）。 

 

図-４計測値の鉛直分布例 

 計測状況は、無線および有線通信、携帯回

線を用いてクラウドに転送した（図ｰ５参照）。 

 

図-５クラウドへのデータ転送模式図 

 

これにより、工事現場ではタブレットＰＣ

やスマートフォンで計測値を確認できると

ともに、作業所や発注者等の事務所でも状況

の把握が可能となった。 

 

５．おわりに 

本技術・システムが NETIS に登録されたの

は、登録申請を行ってから約９ヶ月後、昨年

４月のことである。 

登録に至るまでには、国土交通省中部地方

整備局中部技術事務所の専門職員から、技

術・システムの新規性や他者への説明のわか

りやすさ、経済性比較についてきめ細かい指

導、指摘を受けた。この場を借りてお礼を申

し上げたい。 

なお、NETIS では、技術改良や適用実績の

積み重ね（５年で５件）がない場合、５年後

に登録が終了される。そのため、私どもは継

続して本技術・システムを磨き上げていく所

存である。 
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平成 30 年度第２回セミナー 

特別講演レジュメ 

日 時 6月 23 日(土) 

場 所 じばさん三重（四日市市） 

 [講演題目]バイオディーゼル燃料合成プ

ロセスについて～高酸価廃食

油からのＢＦＤ合成プロセス

の開発～ 

[講師]鈴鹿工業高等専門学校 

生物応用科学科 嘱託教授 

博士（工学）、技術士（化学） 

澤田善秋氏 

 

１． バイオディーゼル燃料とは 

・バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）とは、「菜

種などの植物油を原料として作られる燃

料」のこと 

・使用済み食用油を経由代替燃料としてディ

ーゼル車に適用 

・三重県では伊賀市で菜種油の廃油をトラク

ターの燃料として利用し、そのトラクター

で菜種の栽培をしている 

 

 図１ 京都市廃食用油燃料化施設「ＢＤＦ

利用の循環の輪」 

 

２． ＢＤＦを取り巻く環境 

・利点 

① カーボンニュートラル 

② 廃食油リサイクルと廃棄物の削減 

③ ススの発生量が少ない 

④ 硫黄酸化物が出ない 

・欠点 

① 原料油が少ない(家庭用廃食用油の

回収が困難) 

② 十分に精製しないとエンジン、部品

に障害 

③ 湿式法では廃水が多い 

（80L／100L＿ＢＤＦ） 

④ グリセリンの用途がない 

⑤ 燃焼熱量が小さい（軽油の 85％） 

⑥ 輸入に頼らざるを得ない（日本で大

量の油糧植物の栽培は困難） 

⑦ コスト高（利益がでない） 

⑧ 低温、酸化に弱い（添加剤が必要） 

 

図２ 世界のバイオディーゼル燃料現状 

 

３． ＢＤＦの製法 

① アルカリ触媒法（湿式、乾式精製） 

※現在の工業的製造法の主流 

② 酸触媒法 

③ 超臨界メタノール法（240℃、8MPa） 

④ 酸素リパーゼ法 

⑤ アルカリ法の改良法 

・イオン交換樹脂法（東北大） 

・共溶媒法（崇城大） 

・マイクロチューブリアクター 
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・DIANA 法（鈴鹿高専・高酸価油対応） 

 

４． 反応速度解析 

 ・回分式湿式アルカリ法（ベース） 

 ・グリセリン分離法 

 ・回分式共溶媒法 

 ・連続式共溶媒法（チューブリアクター） 

 ・酸触媒法 

※設備の大きさを決める（反応器の設計）た

めに反応速度を求める必要がある。（シミュ

レーション） 

※常微分方程式の解を求める「４次の

Runge-Kutta 法」の公式を用いて Excel VBA

でマクロを作成（近似値的に解いていく） 

■グリセリン分離法 

 グリセリン連続抜き出し法（GL 抜き出し

法）を提案し、反応速度論的解析及び実験に

よる確認を行う。 

 

図４－１ グリセリン分離法実験装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２ 鈴鹿高専保有の反応装置と発電機 

 

５． 高酸価油を原料とするＢＤＦの合成 

 ［高酸価油（地溝油の利用）］ 

・ＢＤＦ原料となる油不足 

 ・未利用の廃油発掘の必要性 

★中国、フィリピンで繰り返し利用した油

を現地でＢＤＦ原料として有効活用し

たい。 

 ・酸化により遊離脂肪酸が生成（酸価 AV

が高い⇒高酸価油） 

 ・アルカリ触媒法では BDF 合成不可 
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＜背景＞ 

 高酸価油をＢＤＦ化するためには酸触媒

法での前処理が必要 

 ⇒酸触媒法に用いる濃硫酸は取扱に危険

が生じる 

フィリピンでは身近な乗り物であるジプ

ニーの燃料としてＢＤＦは期待されている。 

現地で安全、容易に合成できることが望ま

しい。＜地産地消＞ 

 

 

 

【考察】 

日本では食用廃油自体が少なく、精製のた

めのコストも高いことから現在の燃料に置

き換えることは難しい。 

中国、フィリピンで排出される食用廃油は

沢山ある（地溝油）ようだが、精製方法に工

夫が必要。 

鈴鹿高専の精製技術（グリセリン分離法、

DIANA 法）を活用することで地溝油のＢＤＦ

化も期待が大きいようだ。 

 

 

 

 

 

６． 鈴鹿高専テクノプラザのご紹介 

「産学官連携でものづくりを支援する機関」 

■企業の技術活性化に鈴鹿高専の人的・知的

技術資源を活用し役立てます。 

■地域産業界の連携・交流を深め、地域作業

の発展に鈴鹿高専と協働します。 

■企業の参加で鈴鹿高専の教育研究の進行

に協力します。 

            （文責 橋川勝規） 

 

 

 

 

 

 

★トピック事項 

中部本部会報「技術士”ちゅうぶ“第２号」 

 

10 月発行の中部本部会報の表紙写真に、

三重県四日市市のコンビナート夜景が採

用されています。ご一読いただければと思

います。 

中部本部のホームページでご覧いただけ

ます。 
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会員近況報告 
伊藤 博 技術士（建設、総合技術監理） 

技術士試験合格と登録の直ぐ

後に、日本技術士会と旧三重県

技術士会に入会し、その翌年に

は幹事になり、１８年間も就きました。 

その間に、中部支部（現本部）の幹事も６

年間就きました。統括本部（当時は統括は不

付）の中小企業支援の委員とか、中部支部で

は技術委員会委員長と理化支援委員会委員

長を兼務しました。更に旧ＥＴの会（現倫理

委員会）の設立と、その１０年にわたる発展

の活動も同時に行い、中部本部に倫理委員会

が設立されてからの２年間、委員長にも就任

しました。 

現在は、中部支部（現本部）幹事や三重県

支部幹事を退いていますが、中部本部の２つ

の委員会（倫理委員会とＰＬ実践研究小委員

会）の委員としての活動は続けています。し

かし、その他にも、ごきそ技術士会（名古屋

工業大学技術士会）の幹事は就いたままです。

そして技術士会関係では無いですか、明新会

（出身した高校卒業者の全国的に組織する

一般社団法人）中部支部の常勤幹事も続いた

ままです。 

三重県支部の幹事はやっと昨年に退きま

したが、昨年度はそれまでの経緯の為に役員

会への協力者として見学会担当責任者の任

務を実施しました。現在はそれも退いていま

す。後任の方のご活躍に期待します。 

個人の事では、９年前に脳を患ってそのま

まの罹患です。当初は命を諦めと宣言された

程で、今でも定期的な検診を受け、又ドクタ

ーストップ事項もあります。旧ＥＴの会設立

後数年間は、技術者倫理の運動を熱意的に活

動しました。技術士会の機関誌「ＰＥ」への

論文投稿も含め、旧ＥＴの会が毎年発刊する

機関誌「技術倫理と社会」への論文などや、

例会での発表やテクノロジーカフェでの話

題提供もしばしば実施しました。最近は静か

に抑えているこのごろです。 

しかし、高専の非常勤講師として（大学は

昨年度まで）、技術者倫理の講義の任務を行

っています。回数は少ないが、１０年以上前

から一貫して行っています。学生に対しては、

試験問題作成、採点・評価、リポート課題・

問題も作成してその評価もしなければなり

ません。学生への単位の付与・未付与の採点

も必要です。又、小学校高学年対象とする理

科支援の活動も幾つか経験して、今でも要請

があれば直ぐに行うことが出来ます。理科支

援は特別講義としての活動が技術士に期待

されているところです。 

高齢になりましたが、今でも会社員として

のサラリーマンです。年寄りにも関わらず会

社員でいられるのは、間違いなく技術士資格

者のおかげです。会社から管理技術者や主任

技術者又は照査技術者としての需要と期待

があり、現に行っています。最近では、会社

の若い技術者（ベテラン技術者も含めて）へ

の授け者としても期待されて、社内研修会の

講師も実施しました。業界主催の技術セミナ

ーの講師も行いました。 

近況報告ですから、具体的な事柄の話をし

なければならないですが、上記のように抽象

的なことばかりで、しかも、かなり古い事が

多くになってしまいました。最近は老けて若

かった頃の様には行きません。若い方にもっ

と技術士会の重要な任務に就いてもらって、

活発な活動をして頂くように期待していま

す。                
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井上正喜 技術士（機械、総合技術監理） 

平成 30 年 6月から技術

士会三重県支部に参加さ

せていただいている井上

です。 

大学卒業後に電機メー

カに入社し、四日市にある三重工場で 32 年

間務めたのち平成 25 年に本社（東京）転勤

となり、昨年に単身赴任のまま定年を迎えま

した。今は嘱託勤務として東京と四日市を往

来しています。三重工場ではＢtoＢの新分野

製品や自動販売機などの開発設計に 20 年間

従事し、その後生産管理や工場経営を担当し

ました。そして本社では事業経営とものづく

り統括を経験させてもらいました。 

技術士資格を取得したのが設計時代の平

成 12 年、その後生産管理を担当した時に開

発から量産までの一連のプロセス管理のス

キル不足を痛感し、全体俯瞰できる知識体系

の習得の必要性を感じて総合技術監理の資

格を平成 17 年に取得しました。 

会社生活の後半は、どちらかというと管理

が中心の業務でもあり、機械部門としての技

術そのものの専門性の深さは乏しくなる一

方で、技術士会会報を見ても引け目を感じる

ことが多く、これまで会合やセミナーにはほ

とんど参加してきませんでした。しかし、２

年前に会社の先輩から紹介されたある大学

のものづくり指導者育成プログラムに参加

して、設計から購買・品質保証・製造および

組織運営に至るものづくり全体の“流れ”を

良くすることで生産性が大きく向上するこ

とを実感しました。そして自社で習得してき

た専門技術や工場・事業経営の固有スキルも、

それら棚卸しすると共に一般化する工夫・努

力をすることで、異業種も含め広くものづく

り企業に対して生産性向上のお役に立てる

と気づくことができました。 

日本の総人口が昨年比で 37 万人減り、そ

して 65 歳以上の高齢者の割合も全体の 28%

になったと最近の総務省統計にありました。

これからも労働人口が減少してゆく状況に

あって、サービス業も含めてあらゆる産業が

生産性の向上に取り組まなければならない

と考えると、そんな技術士の出番が必ず増え

てゆくものと考えています。 

そして国が発表している平均寿命は男性

80 歳ほどといわれていますが、これまでの

人間の長寿命化の速度を考慮に入れると現

在60歳のひとは90歳以上生きてしまうとか。

これからの長い後人生をどう生きてゆくか

と考えた時、人の役に立ち、最低限稼げて、

好きなことをやりながら働き続けることが

幸せかな、と考えることが多くなってきまし

た。 

今後の私ですが、昨年から日本技術士会東

京本部での独立開業セミナーや、司法支援セ

ミナー、機械部会などにも参加し、今は長ら

く務めたサラリーマン生活から卒業して雇

われない生活に恋い焦がれ、自分の強みは何

なのかを整理しながら、今までの経験を活か

した独立開業に踏み出す準備をしていると

ころです。 

今後ともご指導、お付き合いのほど、よろ

しくお願いいたします。 
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今後の行事予定など 

★見学会★ 

平成３０年度 第２回 

日程：平成 31年 3月 

見学場所：未定（工場等非インフラ系の予定） 

 

★セミナー★ 

平成３０年度 第３回 

日程：10月 13 日（土）PM 

場所：じばさん三重(四日市市) 

   ５階 研修室５ 

  

平成３０年度 第４回 

日程：平成 31年 1月 19 日（土） 

場所：三重教育文化会館（津市） 

 

★みえテクノロジーカフェ★ 

第３５回 

日程：10月 21 日（日）10:00-12:00 

場所：四日市一番街「MG YOKKAICHI」 

諏訪栄町 4-10 

       受付 アピカビル 3F 

題目：大容量蓄電池による新時代到来 

～電力はためて使用する～ 

ゲスト： 

春田要一 技術士（金属、総合技術監理） 

 

 

 

 

 

 

第３６回 

日程：12月 2日（日）10:00-12:00 

場所：四日市一番街「MG YOKKAICHI」 

諏訪栄町 4-10 

       受付 アピカビル 3F 

題目：半導体（ＩＣ）はどう作るの？

～ＡＩ、ＩｏＴを支える技術～ 

ゲスト： 

荒木 悟 技術士（機械、総合技術監理） 

 

第３７回 

日程：平成 31年 2月 17 日（日）10:00-12:00 

 

 

 

★中部本部主催行事★           

☆平成 30年度中部本部冬季例会☆ 

日程：12月 1日 13:20～17:20 

場所；名古屋都市センター（11 階） 

 

公益社団法人 日本技術士会 中部本部 三重県支部 

「技術士みえ」発行及び責任者 

     竹居 信幸（建設、総合技術監理） 

〒510-0025 三重県四日市市東新町２－２３ 

 東邦地水(株)内 

TEL 059-331-7311 

FAX 059-331-8107 

  E-mail: nobuyuki-takei@chisui.co.jp 

 

広報委員  西方伸広（機械） 
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